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雫石町が管理する橋梁（大型カルバート１橋含む）は、2023 年 4 月現在で 246 橋あります。 

このうち、建設後 50 年以上経過する橋梁は現在 20％ですが、10 年後には 76％、20 年後に

は 86％、30 年後には 96％に達するため、維持管理費用の急速な増加による予算の圧迫や、

劣化に伴う安全性の低下が懸念されます。 

これらの多くは高度経済成長期である 1970 年代に建設されたものであり、一斉に老朽化する

と修繕時期も集中することが予想されます。 

このため、橋梁の維持管理にあたっては、規模や路線の重要度などの多様な条件を踏まえて優先

順位を決め、計画的に対応していく必要があります。 
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図 1.1 建設後 50 年以上経過する橋梁の推移 

はじめに １ 

１．１ 策定の背景 
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雫石町では、限られた財源の中で老朽化する既設橋梁を効率的に維持管理していくため、2018

年 3 月に「橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、計画的に修繕を実施してきました。 

本計画では、維持管理コストの縮減とより計画性のある補修措置を目的として、管理設定の変更

や補修項目と単価の見直しを図ることで、無理のない現実的な維持管理が可能な計画を目指し

ました。 

 

 

 

 

本計画では雫石町が管理する全ての橋梁（橋長 2ｍ以上の 246 橋）を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※大型カルバートについて、本来は「シェッド・大型カルバート等定期点検要領」が適応され、

橋梁長寿命化修繕計画の範囲内ではありませんが、１橋しか現存しないことから、維持管理の簡

略化を図るため、他の橋梁と同様の「橋梁定期点検要領」を適応し、橋梁長寿命化修繕計画内に

含むものとし、「ボックスカルバート」の種別に含むものとします。 

 

 

 

本計画における計画期間は、2028 年までの計画としました。  

橋種 
総数 

簡略 詳細 

鋼橋 37 37 

コンクリート橋 
RC 橋 

139 
27 

PC 橋 112 

ボックスカルバート 
RC 

58 
44 

PC 14 

組立橋 11 11 

石橋 1 1 

合計 246  

表 1.1 対象橋梁内訳表 

１．２ 策定の目的 

１．３ 対象橋梁 

１．４ 計画期間 
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雫石町では、様々な橋種・橋長・交差物件の橋梁を管理していることから、これらの特徴を踏ま

えて橋梁長寿命化修繕計画を策定する必要があります。 

 

 

 

 

雫石町が管理する橋梁の約 56％は 

コンクリート橋である。 
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図 2.1 橋種別橋梁数 

橋種 

橋種別橋梁数 

図 2.2 橋梁状況(橋種別) 

鋼橋 コンクリート橋 

ボックスカルバート 組立橋 石橋 

雫石町が管理する橋梁の現状 ２ 

２．１ 管理橋梁の特徴 
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雫石町が管理する橋梁のうち、橋長 100m 以上の橋梁は 11 橋あります。 

一方、橋長 14.5m 未満の比較的小規模な橋梁が、約 65％を占めています。 

 

橋長 100m を超える橋梁 

・葛根田橋   197.0m   ・石仏橋     205.1m 

・雫石跨線橋 103.0m   ・春木場橋   184.5m 

・雫石大橋   240.0m   ・御明神大橋 183.9m 
・元御所橋   282.5m   ・南畑橋     120.1m 

・西長橋     203.8m   ・新戸沢橋   100.0m 
・矢筈橋     208.7m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 橋梁状況(橋長別) 

 

 

 

雫石町が管理する橋梁の約 75%は 

河川を跨いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

橋種別橋梁数 

67橋
27%

66橋
27%

27橋
11%

69橋
28%

6橋
2%

11橋
5%

5m未満

5m以上10m未満

10m以上14.5m未満

14.5m以上50m未満

50m以上100m未満

100m以上

：橋長 14.5m 未満 (65%) 

図 2.3 橋長別橋梁数 

 

橋長別 

交差条件別橋梁数 

184橋

74.8%

6橋

2.4%

5橋

2.0%

15橋

6.1%

1橋

0.4%

34橋

13.8%

1橋

0.4%

河川

道路

鉄道

水路

ダム

その他

不明

図 2.5 交差条件別橋梁数 

図 2.6 橋梁状況(交差条件別) 

：河川を跨ぐ (75%) 

交差条件別 

5m～14.5m 

50m～100m 100m 以上 

14.5m～50m 2m～5m 

河川 水路 鉄道 道路 
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建設年別の橋梁数は、高度経済成長期のころに増大し、1970 年代後半にピークをむかえてい

ます。 
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図 2.7 建設年別橋梁数 

図 2.8 橋梁状況(建設年別) 
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6 

 

 

 

 

老朽化する橋梁が急速に増大していく中、損傷を確実に把握する必要があります。 

全 246 橋の健全性を維持していくため、効果的・効率的な管理手法が必要です。 

損傷の拡大を抑制するため、点検時の簡易補修による早期措置が必要です。 

 

 

 

 

 

方針１：点検による安全性と健全性の把握 

 

 

■安全性と健全性を把握するため、周期を 5 年に 1 度とし、全ての橋梁について着実に点検

を実施します。 

 

 

 

 

方針２：橋種別の特性に応じた効果的・効率的な維持管理の実施 

 

 

■路線の重要度、規模、健全性等を踏まえて管理区分と優先度を決め、効果的かつ効率的に

橋梁の維持管理を実施します。 

 

 

 

 

方針３：点検時による簡易補修の実施 

 

 

■新規で確認された損傷や劣化程度の低い損傷に対して、範囲や程度の拡大を早期に抑制す

るため、定期的に行われる点検時に簡易的な補修を実施します。 

 

 

  

取り組むこと 

取り組むこと 

取り組むこと 

管理方針 ３ 

３．１ 管理上の課題 

３．２ 管理方針 
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橋梁の適切な維持管理にあたり、日常的な道路巡回に加えて、安全性や健全性を適切に把握する

ため道路法施工規則に基づき全ての橋梁を 5 年に 1 回の頻度で点検します。 

点検は損傷を確実に把握するため、部材に近接して劣化状況を確認するほか、必要に応じて触診

や打音検査等の非破壊検査等を併用します。また、表 4.1 の健全性の判定区分に基づき、健全

性を診断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雫石町が管理する橋梁の健全性について(2023 年 4 月現在)、Ⅰ(健全)は 54.5%、Ⅱ(予防保全

段階)は 36.6%、Ⅲ(早期措置段階)は 8.9%です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

状態

Ⅳ 緊急措置段階

構造物の機能に支障が生じていない状態。

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の

観点から措置を講ずることが望ましい状態。

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に

措置を講ずるべき状態。

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能

性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

表 4.1 健全性の判定区分 

Ⅰ 134

54.5%

Ⅱ 90

36.6%

Ⅲ 22

8.9% Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ  健全

Ⅱ  予防保全段階

Ⅲ  早期措置段階

Ⅳ  緊急措置段階

健全性の区分 良い

悪い

図 4.1 健全性の状況(2023 年 4 月現在) 

点検による安全性と健全性の把握 ４ 

４．１ 点検方法と健全性の診断 

４．２ 健全性の状況 
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今回の計画では、雫石町が管理する全橋梁を対象としていることから条件が多様であるため、そ

れぞれの橋梁に対応した管理手法を設定する必要があります。 

管理手法については、予防的に対策を実施する「予防保全型」と、損傷が進行した後に対策を実

施する「事後保全型」に分けられますが、橋梁の規模・路線の重要度・健全性等に応じて適切に

設定することで、効果的・効率的な維持管理の推進を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予防保全型 ・損傷が軽微なうちに予防的に対策を実施する。 Ⅱ

事後保全型 ・損傷が進行した後に比較的大規模な対策を実施する。 Ⅲ

※管理水準(健全性)の区分は「表 4.1　健全性の判定区分」の区分による。

管理手法 修繕方法
管理水準
(健全性)

表 5.1 管理手法による修繕方法と管理水準 

予防保全型 

橋の年齢 

健
全
度 

事後保全型 予防保全型 

事後保全型 

橋の年齢 

費
用 

図 5.1 各管理手法における健全性と費用の経年変化(概念図) 

効果的・効率的な維持管理の計画的な推進 ５ 

５．１ 管理手法 
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管理区分１：一級町道と係わる橋梁、道路・鉄道と交差する橋梁 

災害発生時の復旧活動等を担う一級町道や、道路・鉄道と交差する橋梁については、管理水

準を高く設定して予防保全の管理を行うものとします。 

管理区分２：河川等と交差する規模の大きな橋梁 

損傷が進行すると、対策費用が増大することや、交通規制などで利用者に大きな影響を及ぼ

すことから、管理水準を高く設定して予防保全の管理を行います。 

管理区分３：河川等と交差する規模の小さい橋梁 

修繕工事に伴う周辺への影響や費用は比較的小さいと想定されるため、損傷状況を見定め

た上で事後保全型の管理を行います。 

管理区分４：道路・鉄道と交差する横断歩道橋 

交通量の多い道路や鉄道を跨ぐ横断歩道橋については、管理水準を高く設定して予防保全

の管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100ｍ以上 10

14.5ｍ～100ｍ 15

5ｍ～14.5ｍ 16

2ｍ～5ｍ 15

100ｍ以上 1

14.5ｍ～100ｍ 59

5ｍ～14.5ｍ 77

2ｍ～5ｍ 52

合計　246橋

管理区分

1

一級町道or

跨道橋or

跨線橋

予防保全型

管理区分
橋梁の

位置づけ
橋梁の規模

橋梁の数

(橋)
管理手法

管理区分

4
横断歩道橋 2ｍ以上 1 予防保全型

管理区分

2
それ以外

(河川等)

予防保全型

管理区分

3
事後保全型

表 5.2 管理区分と対象橋梁 

５．２ 管理区分と対象橋梁 
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■集約・撤去検討の目的 

補修計画時においては、社会経済情勢や利用状況等に応じた適切な橋梁の配置や維持管理コ

ストの縮減を図るため、橋梁の集約・撤去を検討します。なお、大型カルバートについては１

橋のみで、JR との立体交差のために設けられたアンダーパス部のこ道橋のため、現時点で集

約・撤去は困難ですが、今後の法定点検結果や周辺の道路整備状況等を踏まえ、必要に応じて

集約・撤去を検討します。 

 

■対象橋梁の選定 

管理橋梁（246 橋）のうち補修が必要な橋梁の中から、利用者がいなく、かつ直近に迂回路

が存在し集約が可能な橋梁を選定します。 

 

■集約・撤去の検討結果 

 

 

 

 

 

撤去対象橋梁について、維持管理費用と撤去費用を比較し、その差額約 600 万円を集約・撤去

によるコスト縮減とします。 

 

 

【集約・撤去の令和 10 年度までの短期的な数値目標】 

・迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、令和 10 年度までに 1 橋の集約・撤去を目指し

ます。 

・橋梁の集約・撤去に伴い、対象となる橋梁の修繕及び定期点検にかかる費用として、令和 10

年度までに約 600 万円のコスト縮減を目標とします。 

  

５．３ 集約・撤去の検討 

(百万円)

161 上高田1号橋 10.9 4.8 6.2 56.4

削減率No 橋梁名 維持管理費用 撤去費用 縮減費
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■補修工事を実施するにあたっては、補修作業の効率化や補修コストの縮減を図るため、新技術

や技術開発の動向を把握し、従来技術と比較するなど、新技術にむけた検討を継続的に行いま

す。 

 

■対象橋梁の選定 

管理橋梁（246 橋）のうち 10 カ年プログラム（管理区分と優先順位を基に作成した中期計

画）において、令和 10 年度までに補修予定となる橋梁を選定します。 

 

■新技術活用の検討結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新技術の活用対象橋梁について、従来技術と新技術を活用した場合を比較し、その差額約 4300

万円を新技術の活用によるコスト縮減とします。 

 

 

【新技術の活用による令和 10 年度までの短期的な数値目標】 

・10 カ年プログラム（管理区分と優先順位をもとに作成した中期計画）において補修予定とな

る橋梁について、令和 10 年度までに 3 橋で新技術を活用した修繕を進め、修繕費用の省力

化や費用縮減を目指します。 

・従来技術での補修に検討した新技術を活用することにより、対象となる橋梁の補修にかかる費

用として、令和 10 年度までに約 4300 万の縮減を目標とします。 

 

 

 

  

５．４ 新技術の活用の検討 

(百万円)

①

②

③

116.7

11.1 56.5

合計 73.9 42.9 36.7

検討
ｹｰｽ

従来技術

32.0

19.6 8.5

38.0 41.6

14.6

削減率

27.3 4.7

元御所橋

橋梁名

雫石大橋

新戸沢橋

新技術 削減費

27.165.0
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■短期的に令和 10 年度までの期間内で、集約・撤去と新技術の活用によるコスト縮減を図り、

掲げた目標は以下の通りである。 

・集約・撤去による約 600 万円のコスト縮減 

・新技術の活用による約 4300 万円のコスト縮減 

 

■10 カ年プログラム（管理区分と優先順位をもとに作成した中期計画）内において、集約・撤

去及び新技術の活用によるコスト縮減を図った場合、年間約 500 万円の縮減を見込むことが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■管理区分と優先順位、雫石町の予算実績に基づき作成した 10 カ年プログラムでは、年間約

0.95 億円の予算を要します。この計画に集約・撤去及び新技術の活用による短期的なコスト

縮減を図ると、年間約 0.9 億円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．５ 集約・撤去と新技術の活用による短期的効果 
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補修設計費用

： 集約・撤去及び新技術活用による縮減額

集約・撤去による縮減 約600万円

新技術による縮減 約4300万円

年間

約500万円

縮減

集約・撤去及び新技術を活用した 10 カ年プログラム 通常の 10 カ年プログラム 

年間約 0.93 億円 年間約 0.88 億円 
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次のケースについて、50 年間に必要な費用(点検、修繕)を試算しました。 

ケース①：管理区分型(「予防保全型」と「事後保全型」を使い分けるケース) 

ケース②：全橋梁を「予防保全型」とするケース 

ケース③：全橋梁を「事後保全型」とするケース 

試算の結果、ケース①は、ケース③と比べて約 10.4 億円の縮減が見込まれ、ケース②と比べて

も約 3.2 億円の縮減が見込まれます。 

今回の計画は、橋梁の管理区分に応じて適切に管理手法を使い分けることで、財政面と管理水準

のバランスに配慮した持続可能な維持管理計画としました。 
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年

度
ご

と
の

対
策

費
（
百

万
円

）

（年度）

ケース① 

(管理区分型) 

67.4 億円 

ケース② 

(予防保全型) 

70.6 億円 

ケース③ 

(事後保全型) 

77.8 億円 

3.2 億円 減 
10.4 億円 減 

単年度対策費(管理区分型) 

年間：1.35 億円 

ケース①(管理区分型) 

ケース②(予防保全型) 

ケース③(事後保全型) 

表 6.1 管理区分ごとのライフサイクルコスト 

管理区分型による効果 ６ 
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橋梁の維持管理にあたっては、本計画を基に PDCA サイクルを推進し、改善しながら継続的に

取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDCA サイクルとは… 

・業務上の品質や効率を高めることを目的とした業務管理手法の一つ。 

・業務上のプロセスを 4 つに分けて実行することにより、業務品質や効率の向上を図ることを目的

としている。 

 

 

 

 

本計画の策定にあたり、学識経験者から意見を聴取して計画に反映しています。 

 

【学識経験者】 岩手大学理工学部システム創成工学科社会基盤・環境コース  大西 弘志  教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7.1 メンテナンスサイクルの流れ 

メンテナンスサイクルの推進 ７ 

学識経験者による意見聴取 ８ 

ＰＤＣＡ

サイクル

Plan
Do

Check
Action

計画 Plan
計画を策定する

実行 Do
計画を実行する

改善 Action
改善点を考えて

次の計画に反映する

評価 Check
実行の評価・分析を行う

・管理水準の設定

・健全度評価、将来予測

・補修対策の優先順位付け

・予算の最適化

・補修、補強の実施

・定期点検の実施

・緊急対策橋梁の抽出

・対策区分判定

・計画策定の見直し

・対策工種の見直し(新技術、新工法)

・点検手法の見直し

・新たな技術的知見の導入
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【別紙資料：個別施設計画】 

(1) 構造物の諸元の整理 

既存資料より、構造物の名称、架設年次、形式など、必要な諸元情報を整理する。（橋長等の諸元は、最新の点検調書記載値を反映している。） 
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上表は、R1～R4 年度の点検調書（国様式・県様式）を基に作成した。 

 

■橋種「ボックスカルバート」の内訳(全 59 橋) 

石橋が 1 橋あるが、上表においては、便宜上ボックスカルバートとして分類した。 

・ボックスカルバート：58 橋 

・石橋：1 橋(146 長沢 1号橋) 

 

■交差条件「その他」の内訳（全 34 橋） 

・沢：23 橋 

・堰：10 橋 

・道路敷：1橋 

 

■246 下川原こ道橋は大型カルバートのため、本来は「シェッド・大型カルバート等定期点検要領」が適応され、橋梁長寿命化修繕計画の範囲内ではない。しかし雫石町において、この基準が適応されるのは 1 橋しか現存

しないことから、維持管理の簡略化を図るため、他の橋梁と同様の「橋梁定期点検要領」を適応し、橋梁長寿命化修繕計画内に含むものとした。また統計を取る際は「ボックスカルバート」の種別に含むものとする。 
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（2）直近における点検結果及び次回点検年次の整理 
既存資料より、直近に実施した定期点検の実施年度、構造物単位の健全性、部材単位の健全性、次回定期点検の実施年度などの情報を整理する。 
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(3) 対策優先順位対象橋(55 橋)の補修種別 
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（4）単年度ごとの費用と項目 
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（
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円
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点検費用

補修工事費用

補修設計費用

： 集約・撤去及び新技術活用による縮減額

集約・撤去による縮減 約600万円

新技術による縮減 約4300万円

90 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

13 14 9 8 13 12 9 17 8 0 102.8

160 67 70 45 40 67 59 43 50 75 674.0

11 23 8 0 8 11 23 8 0 8 100.2

184 103 87 53 61 90 90 68 58 83 877.0

合計

補修設計費用

補修工事費用

点検費用

合計

費用項目（百万円）
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(5) 直近の 10 カ年プログラム 

今回計画で検討した優先順位の考え方、構造物毎の概算費用、単年度の予算等に基づき、補修や架け替えに着手する予定年度及び措置が完了する予定年度を設定する。 

前回の長寿命化修繕計画では、“耐荷性”が低いものを優先上位としていたが、今回計画では“路線の重要度、橋長、健全性”でグループ分けし、対策優先順位を設定している。 

またコスト縮減を図るため、補修工事費については集約撤去及び新技術の設定も考慮した。 

 

令和 5 年度雫石町長寿命化修繕計画時の 10 カ年プログラム【年間約 0.9 億円】 

 

 ①　補修　(単位：百万) 790.6 173.8 85.5 79.6 52.5 54.2 79.3 71.8 59.8 58.0 76.1

備考

適応後 適応前

合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計 補設 補工 点検 合計

195 160.0 0.2 160.2 ● 160.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0

164 0.1 0.1 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

1 2 11 13.3 66.6 98.5 0.2 80.1 ● 13.3 ● ● 66.8 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0

2 2 8 13.6 68.2 73.9 0.2 82.0 0.0 ● 13.6 ● 68.2 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2

3 2 199 8.9 44.6 50.4 0.2 53.7 0.0 ● 0.2 ● 8.9 ● 44.6 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0

4 2 42 7.9 37.0 39.6 0.2 45.1 0.0 ● 0.2 0.0 ● 7.9 ● 39.6 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0

5 3 121 13.4 65.7 67.1 0.2 80.7 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 ● 13.4 ● 67.1 ● 0.2 0.0 0.0 0.0

6 3 191 3.7 13.8 18.6 0.2 22.5 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0 ● 3.7 ● ● 18.8 0.0 0.0 0.0

7 3 49 1.4 6.9 6.9 0.2 8.5 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 ● 1.4 ● 6.9 0.0 0.0 ● 0.2

8 3 205 6.6 19.6 33.0 0.2 39.8 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 ● 6.6 ● 33.0 0.0 0.0 ● 0.2

9 4 151 1.7 4.2 8.3 0.1 10.1 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.1 ● 1.7 ● 8.3 0.0 0.0

10 4 171 1.4 7.4 7.2 0.1 8.7 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 ● 1.4 ● ● 7.3 0.0 0.0

11 4 113 1.6 3.0 8.1 0.1 9.8 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 ● 1.6 ● ● 8.2 0.0 0.0

12 4 185 0.1 0.6 0.6 0.1 0.8 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.1 ● 0.1 ● 0.6 0.0 0.0

13 4 161 0.4 2.1 3.6 0.1 2.6 0.0 ● 0.4 ● 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 4 145 0.2 1.2 1.2 0.1 1.5 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 ● ● 1.3 0.0 0.0

15 4 167 0.8 4.2 4.2 0.1 5.1 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 ● 0.8 ● ● 4.3 0.0 0.0

16 5 163 2.6 10.7 13.1 0.1 15.8 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.1 ● 2.6 ● 13.1 0.0 0.0

17 5 33 0.9 2.2 4.7 0.1 5.7 ● 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.1 0.0 ● 0.9 ● 4.7 0.0

18 5 56 2.3 8.4 11.3 0.2 13.8 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 ● 2.3 ● 11.3 ● 0.2

19 5 46 7.6 18.5 38.1 0.2 45.9 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0 ● 7.6 ● ● 38.3

20 5 4 0.6 1.7 3.0 0.2 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 0.2 0.0 0.0 0.0 ● 0.6 ● ● 3.2

21 5 6 13.5 47.4 67.5 3.6 84.6 0.0 ● 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 ● 3.6 ● 13.5 ● 33.8 ● 33.8

：新技術適応

：集約・撤去適応

②　実施プログラム以外の業務委託点検橋りょう数 10.5 18 7.7 0 7 10.5 18 7.7 0 7

備考

費用 費用 費用 費用 費用 費用 費用 費用 費用 費用

10.5 18.0 7.7 0 7.0 10.5 18.0 7.7 0 7.0

費用計 費用計 費用計 費用計 費用計 費用計 費用計 費用計 費用計 費用計

順
位

グルー

プ
橋りょう名

補修設計

5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度 2034年度

(R13) (R14) (R15) (R16)(R12)
点検委託

1年目 2年目集約・撤去 及び 新技術

(R10) (R11)

3年目 4年目

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

雫石大橋

矢筈橋

西長橋

葛根田橋

雫石跨線橋

(R7) (R8) (R9)

小渡橋

補修工事 補修工事

4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

南畑橋

9年目 10年目1年目 2年目

長沢橋

堀子橋

上和野橋

天川幹排3号橋

五兵2号橋

滝見橋

上高田1号橋

用の沢橋

平出4号橋

鴬鳴橋

新戸沢橋

髙橋

玄武洞橋

元御所橋

橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数 橋りょう数

3年目

35橋

中南橋

高前田橋

105橋 23橋 61橋 0橋 35橋 105橋 23橋 61橋 0橋
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17 
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160 
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

費
用
（
百
万
円
）

点検費用

補修工事費用

補修設計費用

10カ年プログラムの考え方

・単年度の費用は、約0.9億円を基準とし橋りょう単位での設計、工事を基本とする。

・設計後、翌年に工事を実施することを基本とする。予算の制約や協議等により難しい場合は、翌年以降に実施する。

・設計費は工事費の20％の費用を費やすと仮定し、費用を計上した。

・過年度の橋りょう長寿命化修繕計画を踏まえ、対策を着手している橋りょうは、計画通り実施していく。

・雫石跨線橋は鉄道を跨ぐため、工事費用が割り増しになることが予想される。よってJR管轄部分に、工事実績を基に設定した係数α（5.0）

を乗じ予算を計上した。

・南畑橋と小渡橋はR7年度に工事予定のため、グループの振り分けはせず最優先とした。

・昇瀬橋は架け替えのため、栃ヶ沢橋はR6年度工事のために対象外とした。

・中南橋と高前田橋はRC橋のため、グループ5内で優先的に補修を実施する。

・グループ3の笹森橋、竜川橋、国見橋は一般利用のない橋梁のため、10カ年プログラムがら除外した。

160.0

通常の10カ年プログラム：年間約0.95億円集約・撤去及び新技術を活用した10カ年プログラム：年間約0.9億円

・10カ年プログラムにおいて、集約・撤去及び新技術を活用した場合との比較検討をした。

・集約・撤去により約600万円のコスト縮減を目標値とした。

・新技術の活用により約4300万円のコスト縮減を目標値とした。

・集約・撤去及び新技術の活用により、年間約500万円のコスト縮減を図ることができる見込みである。

集約撤去及び
新技術 適応

集約・撤去及び新技術を活用する短期計画期間：令和１０年まで
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補修設計費用

： 集約・撤去及び新技術活用による縮減額

集約・撤去による縮減 約600万円

新技術による縮減 約4300万円

年間

約500万円

縮減


